






















（e.g., Christianson & Loftus, 1987; Kern, Libkuman, & Otani, 2002）。
　一方，喚起される情動の種類や強度といった要因に着目した研究も多くある。中でもとりわけ重要な要因と
されているのが，ポジティブやネガティブといったような，喚起される情動の方向性を示す感情価（valence）と，




る IAPS（International Affective Picture System; Lang, Bradley, & Cuthbert, 1999, 2008），言語刺激のデータベース









































でいくつかの研究が行われ（e.g., Burke, Heuer & Reisberg, 1992, Kern, et al., 2002; 越智， 2005），覚醒度の高い刺
激は，覚醒度の低い刺激よりも良く記憶されることが示されている。以上のことから，覚醒度の効果は，非常
に頑健であるといえる。しかしながら，覚醒度が高い場合に抑制される効果が示された研究も確認されている
（e.g., Loftus & Burns, 1982; Kramer, Buckhout, Fox, Widman & Tusche, 1991）。これに関してはある法則によって
説明することが可能である。それは，以下のヤーキーズ =ドッドソンの法則である。
　ヤーキーズ =ドッドソンの法則　情動喚起刺激の覚醒度の要因が記憶に及ぼす影響を説明した重要な仮説
として，ヤーキーズ＝ドッドソンの法則（Yerkes-Dodson’s Law; Yerkes & Dodson, 1908）があげられる。これは，
刺激ストレスと課題遂行のパフォーマンスとの間に逆 U字型の関係があるというものであり，適度な刺激で
あればパフォーマンスは向上するが，刺激ストレスが過剰になると逆にパフォーマンスが低下していくことを









もたらすと考えられる（e.g., Bradley et al., 1992; Bywaters, Andrade, & Turpin, 2004; Christianson, 1986; Libkuman, 
































Bradley et al., 1992; Mather & Nesmith, 2008; 野畑・越智， 2005; Ochsner, 2000; Waring & Kensinger, 2009），一方
でポジティブ刺激はどうかというと，ネガティブと同じく覚醒度が高いほど高くなる（Bradley et al., 1992），
覚醒度が高いほど低下する（野畑・越智，2005），覚醒度による影響がみられない（加藤・越智， 2012; Ohira, 





























ポジティブ -高覚醒，ネガティブ -高覚醒，そしてニュートラル（かつ低覚醒）という 3条件によって記憶成
績の違いが検討されているのである（e.g., Becker, 2012; Gomes, Brainerd, & Stein, 2013; Kern et al., 2002; Talarico, 








































































　Libkuman et al. （2004）は，画像の特徴について，穴埋め形式で回答するテスト形式によって記憶成績が測
定した。また，画像の中心・周辺情報なども要因に組み込んで検討を行っているが，結果，中心情報について
は感情価に関わらず覚醒度によって記憶成績が増加し，周辺情報については，ポジティブで増加，ネガティブ
で減少という結果となった。Bywaters et al. （2004）は，5つの条件で実験を行い，記憶の鮮明さや再生成績が
測定されたが，再生成績に関しては，同じ感情価の刺激同士だと，覚醒度の高い条件の方がより高く示された。
以上から，2要因を設定した刺激の記憶成績の結果，ポジティブ，ネガティブに関わらず覚醒度の効果がみら




















もある。例えば，Kern, Libkuman, Otani, & Holmes（2005）は，ネガティブ -高覚醒条件とニュートラル条件の
比較（実験 1）およびネガティブ -高覚醒条件，ポジティブ -高覚醒条件とニュートラル条件との比較（実験
2）を行った。いずれもニュートラルに比べ他 2条件は記憶パフォーマンスが高く，また実験 2ではネガティ
ブ -高覚醒条件の方が，ポジティブ -高覚醒条件よりも記憶成績が高いことを報告した。Gomes et al. （2013）は，
情動喚起刺激として単語を呈示し，複数回テストを実施するという実験を行った。結果，感情価と覚醒度が交
絡した場合（実験 1）においても，感情価と覚醒度の 2要因を設定した場合（実験 2）においても，感情価の
主効果がみられ，ポジティブ刺激はネガティブ，ニュートラルに比べ再生成績が高いという結果を示した。ま
た，実験 2では交互作用も確認され，単純主効果の検定から，高覚醒条件において，ポジティブ刺激がネガテ









































あり，ポジティブ刺激の Know率はネガティブ刺激より多い傾向があると言及している（cf. Ochsner, 2000）。
これは，ネガティブ刺激が精緻的に，ポジティブ刺激がより直観的・ヒューリスティック的に処理が行われる
































































る記憶が促進されているという報告があるが（Libkuman et al., 2004; Talarico et al., 2009; Yegiyan & Lang, 2010; 


































ものは比較的多い（Comblain et al., 2004; Kensinger et al., 2007a; Ochsner, 2000; Waring & Kensinger, 2009）。しかし，
ポジティブ刺激の方が高いという結果や（Yegiyan & Yonelinas, 2011），ポジティブ・ネガティブ間に差がみら





ガティブ優位（Kern et al., 2002），ポジティブ優位（Libkuman, Stabler, & Otani, 2004），ポジティブ・ネガティ




　学習刺激が言語の場合　刺激として言語を用いる研究では，先述した ANEW（Affective norms for English 
words; Bradley & Lang, 1999）などの情動喚起語データベースなどが用いられている。再生の場合は筆記による
自由再生，再認の場合は諾否テストあるいは強制選択テストが用いられ想起を求められることが多い。言語刺
激を用いた研究の結果を概観すると，画像を用いた研究と比較した場合，どちらかというとポジティブ刺激の





が交絡している条件でも同様にポジティブ刺激の成績の方が高いという結果が報告されている（Gomes et al., 
2013）。しかしながら，ネガティブ刺激の方がポジティブ刺激（Inaba et al., 2005），あるいはニュートラル刺激
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